

















4 7 0 2 可Eヨ弟















第2章では， 5価ウラン化合物の典型である UClsを合成し，その磁化率と ESRとの測定を行い，





第4章では， UCls・tppと[UzClg • tpa] Clとの合成法を示し，これに対し， 磁化率とESRとの測定
を行っている O その結果から，これらの化合物では何れも配位子は遊離基的な性質を，ウランは 4価
の性質を帯びるのではないかと推定している o






イ オ ン結合性の 強 い 典型的な5価ウラ ンイ オ ン化合物であり , 第2 の タイ プ (U C l5 ･･tp pと[UzCl, ･
tpa]C l) では配佳子 からウ ラ ン ヘ の電子の 移動が起 っ て おり , 第 3 の タイ プ(MUO,) に は か を り の
共有結合性が あり , こ れ がそれ ぞれ特有の 磁性を発現して い ると結んで い る ｡
論 文 の 審 ∃巨 結 果 の 要 旨
5価ウ ラ ン は原子価電子とし て ただ 1 こ の 5f電子を持 つ ため , 電子状態の定量的取扱 い が比較的
容易で , ア ク チ ニ ド系列の 特性をしらべ る上で好個の 材料で あるが , 多く は化学的に不安定なため ,
研究報告の数は少な い ｡
本論文は い く つ か の 5価ウ ラ ン 化合物及 び錯体を合成し , こ れ に 磁化率と E S Rの 測定を行 い , さ
ら に電子状態 に関する解析を行 っ た結果をまと めたもの で , 見掛け上 5価ウ ラ ン と考えられるもの も
詳細 に は三 つ の タ イ プ に分類されると し て い る ｡ すをわち, (1)典型的な 5価ウ ラ ン イ オ ン化合物及び
その錯体 (2)電荷移動の た め , む しろ4価ウ ラ ン と解釈した方が妥当をもの (3)共有結合性 がかをり
強 い と見られる結晶性化合物 , で ある ｡ 本論文で は , こ れを磁性の 綿密な解析に よ っ て 明 らか に し ,
そ の結果得られた化学結合性に対する推定は , 実際 の 化学的安定性と 一 致 し て い る こ とを示 して い る ｡
第 一 の もの は著 しく不安定であるが , 第 二 の もの は幾分安定で , 第三 は全く安定で ある ｡ ア ク チ ニ ド
化合物 にお い て , 磁性と化学的安定性との 関係を論じた こ とは, 本論文の 一 つ の 功績と考えられ る ｡
以上 の ように , 本論文は 5価ウ ラ ン 化合物 ･ 錯体を分類し , そ の 特性を明らかに したもの で, ア ク
チ ニ ド化学, 核燃料工学の 分野で , 貢献する所が大き い ｡ よ っ て 本論文は博士論文と してイ剛直あるも
の と認める ｡
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